
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年がスタートしたばかりのような気がしますが、すでに１月下旬です。「１月は行く ２月は

逃げる ３月は去る」と言うように、あっという間に時が経っていきます。 

３年生にとっては、「義務教育最後の学期」です。人生最初の試練ともいわれる「高校入試」が

始まっています。私立高校の入試は１月２９日（月）、島根県の公立高等学校の一般入試は３月５

日（火）、山口県の公立高等学校の一般入試は３月６日（水）で、入試まであと４０日なります。 

私の高校入試の思い出を少し話します。中学３年生の私は、文化祭終了後から「入試が終わる

まではテレビを見ない」と自分に課して受験勉強をしていました。しかし、成績は伸び悩んでいまし

た。それに加え、神経質で繊細であった私は私立高校の入試（２月）の前日、緊張のあまり寝ること

ができず、徹夜状態で入試に臨みました。そんな私を両親や担任の先生は大変心配しながら、常

に「応援」してくれていました。また、学校において、同級生とのたわいもない会話や勉強を教え合う

ことが「心の支え」になっていました。 

そこで、１月に入ってから私は、３年生に「応援メッセージ」を送るために「明日の元気のために」

を書き、掲示板に貼っています。 

上側の２つの文は３年生の入試前によくネタとして使っていたものです。今は受験勉強が辛く、大

変で、３年生は自分のことを客観的に見ることはできないかもしれませんが、入試から逃げずに立

ち向かっている３年生の顔は本当にすてきで、「いい顔」しています。そして、多くの人たち（保護者・

先生方・後輩・地域の方）から「応援」されています。がんばってください。 

  右側の文は普通に読むと受験勉強に大変苦しんでおり、土壇場に追い込まれている心境を見

事に表しています。当時の私はそんな心境になったことが多々あります。しかし、自分で決めた「入

試が終わるまではテレビを見ない」を貫き、粘り抜きました。すると、「大逆転」が起こるのです。右の
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～やればできる！君たちならできる～



文を下（土俵際もはや絶体絶命）から上へ読んでみてください。「勇気」が湧いてきます。あきらめ

なければ、やり続ければ、「大逆転」が起こるのです。 

  入試において「弱気は最大の敵」です。弱気にならない自分であるために、大事になってくるも

のは「努力を続けた過去の自分」です。公立高等学校の入試まであと４０日。入試前日に過去の自

分に後悔することがないようがんばりましょう。君たちならできる！ 

  「星空の団結」やっていますか。毎晩９時に星に願いましょう。「みんながんばっている。自分もが

んばるぞ。」です。「受験は団体戦」です。みんなで人生最初の試練を乗り越えましょう。やればでき

る！君たちならできる！私は３年生が卒業証書授与式を迎えるまで、「明日の元気のために」を書き

続けます。応援し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校の入試には「面接」試験が行われる場合があります。錦中学校では管理職や担任

等が面接練習を行いますが、それに加えて、地域の方に面接指導を行ってもらいます。本番に

近い緊張感で３年生が臨むことができるため、３年生にとっては貴重な体験となります。今年は

錦・美川地域協育ネットの山本さんと白石さんにお越しいただきました。今後ともよろしくお願い

いたします。 

１月２３日（火）放課後、４名の来校者がありました。美川地区を中心にバドミントンを社会体

育で楽しんでおられる方々が部活動に参加してくださったのです。子どもたちと一緒にプレーを

し、記念写真を撮りました。バドミントン部員にとって、対戦できることはとても貴重なことで、           

大変喜んでいました。是非これからも錦中学校へ「ぶらっと訪問」してください。本当にありがと

うございました。 

保護者のみなさま、地域のみなさま、錦中学校は部活動・授業等、いつでも「ぶらっと訪問」

をお待ちしています。子どもたちの学校での顔を見に来てください。 

 

 

 

【地域の方による面接指導】 【地域の方との白熱した対戦】 【地域の方と笑顔で記念写真】 


